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いる。「審美性 (Aesthetics)」は、「演出 (Visual Appeal)」と「エンターテインメ
ント (Entertainment)」で構成され、ショッピングサイトのデザインや色使いにつ
いての項目や、エンターテインメント性についての項目が設けられている。「遊び




































































































































































































































































































≧ .90)、RMSEA(基準値≦ .05)は基準値を満たしているため [9][10]、妥当な値を得
たと判断した。確認的因子分析の適合度指標結果を表 4.2に示す。
表 4.2: 確認的因子分析の適合度指標結果
確率 χ2/df GFI AGFI CFI RMSEA
0.2556 1.076 0.906 0.873 0.99 0.023
次に、各変数のAVEを算出し.50以上を基準 [12]に収束的妥当性の検討を行なっ
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図 6.2: アンケート項目
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図 6.3: アンケート項目
32
図 6.4: アンケート項目
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